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鈴鹿西ロータリークラブ会報 
所属:  国際ロータリー第 2630 地区 鈴鹿・亀山グループ;  

創立:  1985 年 3 月 27 日; RI 認証:  1985 年 6 月 3 日(No. 1665);    

事務所:  〒513-0802 三重県鈴鹿市飯野寺家町 816 鈴鹿商工会議所 3F;  

電話:  059-383-7077; FAX:  059-383-0501;  

E-Mail:  info@rotary-suzuka-west.org; https: //www.rotary-suzuka-west.org/  

例会場:  鈴鹿商工会議所 別館 1Ｆ会議室; 例会日: 火曜日; 例会食事: 12: 00; 例会: 12: 30-13: 30; 

 

2026年 5月 12日(火)第 1828回例会 

例会場：鈴鹿商工会議所 別館 1Ｆ会議室 

開始: 12：30 終了: 13：30 

例会進行: 小林英将 ＳＡＡ 

点鐘： 副会長 伊藤義一 

ソング： 君が代 奉仕の理想 

ソングリーダー： 川戸広樹会員 

ゲスト：ロータリー米山記念奨学生 

     ティルワ・ビカス様 

 

会長挨拶        伊藤義一 副会長 

今回再度、森会長が入院されたので副会長の 

私が点鐘させて頂きます。 

今日は、米山記念奨学生のティルワ・ビカス 

さんがお見えになっております。ようこそ 

お越しいただきありがとうございます。 

 

ロータリーには、公式標語が２つあります。  

「 超我の奉仕 」と「 最もよく奉仕する者、  

最も多く報いられる 」です。 

ロータリーは１９０５年に設立されましたが、

1911 年、オレゴン州ポートランドで開催された

第二回ロータリー大会で現在の標語の基本が作

られました。1950 年にデトロイトで開催された

RI 国際大会で修正され公式標語として正式に承

認され、1989 年の規定審議会で「超我の奉仕」

がロータリーの第一標語として採択されました。 

５月１２日は、「看護の日」です。この日は皆さ

んご存じのナイチンゲールさん誕生日だからで

す。 

１８２０年生まれの彼女が有名になったのは、 

１８５３年から１８５６年にかけてクリミア地 

方を中心にロシア帝国とオスマン帝国・フラン 

ス・イギリス連合軍との間で行われた戦争にお 

いて従軍看護婦団を率いて活躍し、特に衛生状 

態の改善に尽くし、死亡率を飛躍的に向上させ 

ました。 

彼女は、裕福な家庭で育ちましたが、慈善訪問の

際に接した農民の生活を目の当たりにして徐々

に人々に奉仕する仕事に就きたいと考え、看護

婦を志した。その業績は、看護婦に留まらず近代

医療統計学・近代看護教育の母として高く評価

されています。 

このクリミア戦争は、連合軍がロシア帝国に勝 
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利してパリ条約が締結され、ロシアが進めてい 

た南下政策は頓挫しました。 

今、正に、ウクライナとロシアの戦争が行われて

いるところがこのクリミア地方です。今でもロ

シアの領土拡大政策は止まりません。この１８

５３年からのクリミア戦争は、太平洋側の極東

ロシアにも戦争は波及しました。丁度、アメリカ

のペリー艦隊が日本に来て大騒ぎであり、1854

年 3 月に日米和親条約、1854 年 10 月に日英和 

親条約が調印されて激動の幕開けとなりました。 

  

 

本日の行事 

 5月度米山奨学金の贈呈 

 

幹事報告          柴田友美 幹事 

1. 当クラブ例会変更のお知らせ 

＊2026 年 5 月 26 日（火）深谷公園環境整

備 （花の植替え・植栽） 

集合時間は 10：00 です。 

2.第 12 回理事・役員会決議報告 

【理事数：8 名】 

出席：森（喜） 川戸 紫田 江藤 伊藤（義）

藤野 小林 沖（8 名） 

オブザーバー 服部（1 名） 

第 1 号議案：5 月～6 月度プログラムの確認・・・

以下について承認 

・５月１２日 青少年奉仕月間：川戸副委員長 

次年度について：柴田会長エレクト 

・６月 2 日  会員卓話   

① 岩崎情報・スター委員長②森会長 

・6 月 16 日 最終例会 ①夜間例会とする。 

②亀山 RC との合同例会と会場について

は後日決定する。 

第 2 号議案：その他 

  ・伊藤雅文会員の出席免除について…受理

することが承認された。 

・米山梅吉記念館 賛助会入会について…

賛助会入会はしないことが承認された。 

・令和 7 年青森県東方沖地震支援金につい

て…クラブから 10,000 円を捻出して送

金することが承認された。 

 3.ガバナーエレクト事務所より、次年度

（2026-27 年度）7 月より、地区ホームペー

ジに地区内での交流や情報交換を促すツール

として職業分類の検索システム設営のお知ら

せがありました。ＨＰ掲載には、会員情報（会

社名・会社住所・会社電話番号・個人名・役職・

職業分類）の入力が必要であり、あらかじめ会

員へ承諾を得ることになっております。また、

閲覧にはパスワードが必要で、会員以外は閲

覧できません。ＨＰへの掲載をご承諾いただ

けない場合は、ガバナーエレクト事務所提出

期限の 6 月 15 日までに事務局へ申し出くだ

さい。 

4.第 49 回インターアクト年次大会のご案内 

  日時：2026 年 8 月 6 日（木）受付 9：30 

開会式 10：00 閉会 15：00 

  場所：下呂交流会館 

  ホストクラブ：岐阜県立益田清風高等学校
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インターアクトクラブ 

  スポンサークラブ：下呂ロータリークラブ 

  登録料：インターアクター ￥4，000/1 名 

      顧問教師 ￥4，000/1 名 

      ロータリーアン ￥6，000/1 名 

  登録申込期日：2026 年 6 月 8 日（月）必着 

5.2026 年 5 月のロータリーレートは、1 ドル

160 円です。 

6.鈴鹿中央ライオンズクラブ様より事務局移転

のご案内をいただいております。 

 （新住所） 〒513-0809 鈴鹿市西条 5 丁目

2-1 エーワンビル 1-1 号室 

 ※電話・ＦＡＸ番号・メールアドレスの変更は

ありません。 

7.次週 5 月 19 日（火）第 13 回理事・役員会を 

事務局において開催いたします。関係各位は 

ご参集ください。 

 

委員会報告 

＊5 月度会員誕生祝い 

江藤隆仁会員 伊藤広海会員  

 お二方とも欠席のためお名前のみご紹介。 

 

 

 

 

＊ロータリーの友 5 月号紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

   川戸広樹クラブ広報委員長  

   

出席報告      岩崎 透 出席副委員長 

正会員 23 名中 10 名出席 出席率 58.82％ 

 
 

ニコニコボックス報告 

藤野惠子 親睦・家族委員長 

 

敬称略・順不同 

※多額 

※山崎ていじ：久ぶりで失礼いたしました。7/4

鈴鹿文化ホールでのコンサートよろしくお願

い申しあげます。 

柴田友美：①今日はラーニングセミナー2026 の

報告をします。②ていじさん、日曜日拝見しま

したヨ。 

野間芳実：本日の卓話、川戸さん、柴田会長エレ

クト、楽しみにしています。 
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沖 俊成：・ティルワ・ビカスさんようこそ。 

ていじさん、頑張ってください。 

伊藤義一：ビカスさん、ていじさん、久ぶりで元

気そうで安心しました。 

 

本日のプログラム 

「青少年奉仕月間にちなんで」 

川戸広樹 青少年奉仕副委員長 

「次年度について」 

 ・次期会員増強ラーニングセミナー2026 

  の報告 

     柴田友美 会長エレクト 

 

 

2025-26 年度地区奨学金補助金奨学生 

宮里倫史様 4 月度近況報告 

 

大変お世話になっております。2026 年 4 月の活

動についてご報告させていただきます。今月は

短めのイースター休暇の他は、授業とレッスン

を交互に受講する通常の月となりました。その

ため、先月お伝えさせていただいたコンクール

用の録画とレパートリーの拡張に集中して取り

組むことができました。 

まずは、コンクール用の録画についてですが、ル

ツェルン大学の音楽ホール施設を借りて録画を

行いました。曲目はベートーヴェンの晩年の作

品(ソナタ第 32 番 Op.111)でしたが、個人的に

ベートーヴェンの作品はいつも良い状態に仕上

げるのに難航してしまうので、今回 4 時間借り、

その場で確認する時間も取ったことで、何とか

一つコンクールに送ることの出来る録画を作る

ことができました。 

また新曲の一つとして、ラフマニノフの作品を

いくつかを学びました。ラフマニノフは、ここル

ツェルンにかつて別荘を建てており、現在は予

約制の博物館になっています。地理的にも非常

に意義のあるレパートリーを学ぶことができた

ことは、今後に大きく活かすことができると考

えております。 

来月の予定といたしましては、まずは先述した

ラフマニノフの博物館でのコンサートを月末に

控えております。そこでは今月の課題であった 

ベートーヴェンのソナタとラフマニノフの作品

を演奏する予定です。また、その直後、6 月初め

にはルツェルンの歴史あるコンサートホール、

KKL でのコンチェルトのコンサートが続きます。

これは、大学の試験ではありますが、普通のコン

サートとしても行われます。二つとも演奏家と

してきわめて貴重な機会なので、精一杯準備し

て臨みたいと思います。 

 
会報発行担当：川戸広樹 


